








3．3使用した機器とデータの種類

■色データ

色を再現するためのデータは、中判デジタルー眼レフカメ

ラ645D(解像度4000万画素PENTAX社製）で撮影した画

像である。撮影に際しては､壁面にLEDライトを多灯ライテ

ィングすることで、光ムラを少なく調整した散乱（可視）光

撮影を3段階露出で行った。この際、XRnte社製のカラーチ

ャートを写し込んだものとそうでないものを同じ照明条件下、

同じ画角で撮影し、コンピューターで色補正が行えるように

した。色補正には、独自開発したカラーチヤートを利用した

高精細写真の色補正プログラムを使用し、光源に左右されな

い壁画そのものの色に調整した。

データはRGB表色を用いたTIF画像であり、解像度は横

5440×縦7264ピクセルである。

■凹凸データ

凹凸データは3次元デジタイザRange5(KonicaMinolta社

製）で取得した。これは、壁面から450~800mm離れた位置

からレーザーを照射し、壁面の凹凸によってゆがんだレーザ

ーの曲線をCCDセンサーで記録・計算することによって、

壁面の凹凸形状を点群データとして作成するものである。

800mm離れた位置からでは、1回の測定で267×334IT皿とい

う狭い範囲しか計測できないが､0.28mmの間隔で8011mの凹

凸が識別できるため、壁面の微妙な凹凸まで高精細に記録す

ることが可能である。作成する陶板の大きさは縦60cm×横

40cmであったが、1回での計測範囲を超えているため、数回

に分割して計測した。あとでデータを合成できるように計測

範囲が約4分の1重なるようにし､壁寵全体では30回のスキ

ャンを行った。点の数は36,988,346点に及び、フアイルサイ

ズも約l.3GBであった。この点データから多面体を作成し、

メッシュデータに変換する。その後、作成する陶板と同じ大

きさに切り取り、最終的には、9,657,068点からなる353MB

のデータを作成した。
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対象壁画の特徴
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近年発見された教会の3つの壁籠に描かれた壁画（左が複製対象壁画）

近年発見された教会の空撮画像（写真提供：イタリア航空警備隊）
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